
～　「生涯青春都市　富士市」の実現に向けて　～

□
　　
□
　　
□

※　会計間相互の繰入・繰出は相殺していない。

1 歳入の状況

　（1）　市税

□ 市民税は、給与所得の増や、企業収益の改善等を見込み増収
□

※増減額内訳（現年分 ＋1,677,000千円、滞納繰越分 △1,100,600千円）

　（2）　地方特例交付金 ※（ ）内は令和３年度との比較

※

　（3）　国県支出金
※

※

※

　（4）　繰入金
※

※

※

１ 編成の基本姿勢

　 本市の財政状況は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が長期化する中、歳入においては固定資産税
の軽減措置の終了等により市税の増収を見込む一方、歳出においては高齢化の進行に伴う社会保障、医療
関係経費の増嵩、老朽化が進む公共施設の改修に多額の経費を要するなど、依然として厳しい状況にある。
　 このような状況の中、業務活動レビューの実施による歳出削減を確実に実行した上で、「生涯青春都市　富
士市」の実現に向け、令和４年度よりスタートする「第六次富士市総合計画」及び「第２期富士市まち・ひと・しご
と創生総合戦略事業」に位置付けた施策のうち、特に優先度が高い「危機管理」、「子育て」、「ものづくり産業」
などの政策分野や、新型コロナウイルス感染症対策、デジタル変革、ＳＤＧｓの推進に関する取組に重点を置く
とともに、新病院建設に向けた基金の創設や総合体育館の建設、富士駅北口の再整備など、未来への発展に
向けた礎となる予算編成を行った。

２ 予 算 の 規 模

一般会計は、猶予特例債の償還終了により公債費が減となるものの、富士山フロント工業団地第２期
整備事業特別会計からの繰入金及び新型コロナウイルスワクチン接種費の増などにより38億円の増額
特別会計は、後期高齢者医療事業及び介護保険事業における給付費の増や、富士山フロント工業
団地第２期整備事業における一般会計への繰出金が増となるなど18億円の増額
企業会計は、公共下水道事業の資本的支出の増などにより6.5億円の増額

（単位：千円）　

区　　分 令和４年度 令和３年度 増減額 増減率

一 般 会 計 89,100,000 85,300,000 ＋3,800,000 ＋4.5% 

特 別 会 計 54,943,752 53,141,100 ＋1,802,652 ＋3.4% 

企 業 会 計 33,306,894 32,660,403 ＋646,491 ＋2.0% 

　　合　　計 ※ 177,350,646 171,101,503 ＋6,249,143 ＋3.7% 

３ 予 算 の 特 徴

固定資産税は、家屋及び償却資産の軽減措置の終了等により増収
（単位：千円）　

区　　分
令和４年度 令和３年度

増 減 額※ 増減率
当初予算額 構成比 当初予算額 構成比

市　 民　 税 17,167,600 19.3% 16,989,900 19.9% ＋177,700 ＋1.0% 

個　人 15,016,400 16.9% 14,836,600 17.4% ＋179,800 ＋1.2% 

△0.1% 

固定資産税 22,941,400 25.7% 22,733,100 26.6% ＋208,300 ＋0.9% 

法　人 2,151,200 2.4% 2,153,300 2.5% △2,100 

＋3.1% 

計 46,509,500 52.2% 45,933,100 53.8% ＋576,400 ＋1.3% 

その他の税 6,400,500 7.2% 6,210,100 7.3% ＋190,400 

　　令和３年度の現年分は、固定資産税・都市計画税に係る軽減措置分 △810,000千円を含む

　　令和３年度の滞納繰越分は、令和２年度の徴収猶予分 ＋1,088,000千円を含む

330,000千円 （△820,000千円 △71.3%） 地方税減収補塡特別交付金　　　 　 △810,000千円

20,869,472千円 （＋1,834,899千円 ＋9.6%） 新型ｺﾛﾅﾜｸﾁﾝ接種負担金/補助金　 ＋805,558千円

新型ｺﾛﾅ対応地方創生臨時交付金　　　 　＋278,452千円

障害者福祉費負担金　　 　 ＋318,486千円

2,216,558千円 （＋991,080千円 ＋80.9%） 富士山フロント特会繰入金 ＋1,661,226千円

公共建築物保全基金繰入金 △100,000千円

財政調整基金繰入金  △618,274千円

令和４年度 富士市当初予算の概要
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2 投資的経費の状況

□ ⇒
　小中学校長寿命化改修事業（＋7.3億円）、総合体育館建設事業（＋3.6億円）、市街地再開発事業（＋2.9億円）

及びまちづくりセンターリニューアル事業（＋2.2億円）などによる増

富士川第二小学校校舎改築事業（△13.4億円）などによる減

3 市債及び基金の状況

□
　新規借入は、旧環境クリーンセンター解体等によりR3当初予算と比べ7.5億円増加するが、元金償還額を下回る
ため、残高は5.1億円減少する。

□
　 113,726千円（富士山フロント工業団地第２期整備事業分）

□ 新病院建設基金の創設

4 財源確保等の取組

□ 業務活動レビューによる事業見直し

①人件費以外　

〔内部管理〕　15事業　　△21,703千円　　〔市参加団体への負担金等〕　1事業　　△106千円

〔補助金事業〕　10事業　　△122,560千円　　〔自主事業〕　28事業　　△33,269千円

②人件費 （正規職員　△23人、会計年度任用職員　△9人）

5 公共施設マネジメントの取組

□ 既存施設の活用
　南幼稚園を改修し、幼児教育・保育事業の複合施設として再整備

□ 公共施設の長寿命化
・小中学校長寿命化改修事業

　（[校舎屋上防水] 5校　[校舎外壁改修] 5校　[校舎内部改修〈教室・トイレ等〉] 9校）　ほか

・まちづくりセンターリニューアル事業

□
　1億円を活用（小中学校屋内運動場リニューアル事業 0.8億円、富士川第二小学校校舎改築事業 0.2億円）

6 新型コロナウイルス感染症対策

□
①

② 経済対策事業

③ 感染拡大防止対策事業

④ その他

7 その他の取組

□ 工事発注に係る受注機会の拡大と事務の平準化
　前年度に債務負担行為を設定することで工事等を早期に発注

・ 一般会計（道路、河川関連事業　ほか）

・ 特別会計（新富士駅南：1事業、第二東名IC周辺：3事業）

・ 企業会計（公共下水道事業）

・ 企業会計（水道事業）

□ 地方行政サービス改革等の取組
①民間活力の活用

・ まちづくりセンター指定管理者制度導入（須津地区・松野地区）

②ＰＦＩ手法を用いた公共サービスの提供（総合体育館の整備）

投資的経費 （R3） 11,046,399千円 （R4） 11,303,785千円 （＋257,386千円、＋2.3％）

財政調整基金残高 　　　　　

一般会計市債残高　　　　　 77,007,428千円 76,495,355千円（R3末見込） （R4末見込）

72事業 △ 324,558千円

【取崩】

【積立】 1,662,612千円（富士山フロント工業団地第２期整備事業における用地売却収入及び基金利子）

（R3末見込） 5,472,970千円 （R4末見込） 7,021,856千円 【過去最高】

　多様化する市民ニーズや行政課題に的確に対応し、市民サービスの向上を図るため、事務事業における業務
活動を抜本的に見直し、真に必要な業務活動に経営資源を投入していくことを目的に実施

54事業 △177,638千円

18事業 △146,920千円

300,002千円
　新病院建設に係る公債費の平準化を図るため、基金を創設（目標積立額33億円）

1,154,295千円

・小中学校屋内運動場リニューアル事業〔吉原小・吉永第一小・岩松小・吉原一中〕 460,000千円

2,548千円

1,842,031千円

事業者等を支援する地域経済対策及び感染防止対策等の実施 36 事業 1,401,450千円
809,158千円

227,736千円

　（吉原まちづくりセンター：工事、富士見台まちづくりセンター：実施設計）

公共建築物保全基金の活用 〔基金残高〕 （R3末見込） 2,001,985千円 （R4末見込） 1,905,467千円

1 事業 ワクチン接種事業

9 事業 242,799千円

12 事業 179,808千円

33 事業 1,579,632千円

10 事業 284,300千円

14 事業 169,685千円

4 事業 89,148千円

9 事業 1,091,184千円

10 事業 115,000千円
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★：新規 ◇：継続

　災害等への対策を強化し、安全・安心なまちづくり

　活力ある産業を集積し、やりがいを感じるしごとづくり

　結婚・出産・子育て等の希望を実現できる社会づくり

　地域と拠点がつながり、快適に暮らせる環境づくり

⑬

　人を呼び込み、にぎわいと交流を生む魅力づくり

４ 第２期富士市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業（令和４年度　重点事業）

209 事業 総額： 12,431,842 千円

戦略1 52 事業 3,121,197 千円

① 地震対策の強化

・津波による浸水被害の軽減　☞　◇田子の浦港の第３波除堤機能強化対策工事

・富士山噴火時の避難等周知・啓発　☞　★富士山火山防災マップ作成　ほか

・木造住宅の耐震補強支援　☞　◇木造住宅等耐震補強事業費補助金の交付　ほか

④ 地域医療体制の充実
と感染症予防の推進

・感染防止対策の迅速化　☞　◇新型コロナウイルスワクチン接種の円滑実施

・自宅療養者への支援　☞　★自宅療養者サポート事業の実施

戦略２ 30 事業 1,427,686 千円

② 豪雨等対策の強化 ・昨年７月豪雨の浸水被害に関連した治水対策　☞　★江尾江川上流調整池改修工事　ほか

③ 危機管理体制の強化

・複数のメディアに対し、迅速に情報発信　☞　★同報無線複数メディア配信システム導入

・撮影した動画等をリアルタイムに災害本部等と共有　☞　★災害時ドローン映像共有システム導入

・高齢者や障害者への支援体制の充実と適切な情報提供　☞　★避難行動要支援者管理システム導入

⑤ 新産業・成長産業
への参入支援

・高付加価値で競争力の高い製品の創出　☞　★ものづくり企業・工業製品ﾃﾞｻﾞｲﾅｰﾏｯﾁﾝｸﾞ支援　ほか

・ＣＮＦの更なる実用化・用途開発　☞　★応用分野別勉強会開催　ほか

・ＣＮＦの利活用に向けた製品開発等の加速化　☞　★オープンイノベーション活動支援　ほか

⑥ 既存産業の活性化
支援

・新エネルギー・省エネルギー普及・設置支援　☞　◇中小企業者温暖化対策事業費補助金の交付

・市内ものづくり企業の高い技術力や魅力的な製品を発信　☞　◇ものづくり力交流フェア開催　ほか

⑦ 企業立地の促進

・市内進出企業誘致　☞　◇富士山フロント工業団地第２期整備（造成工事）

・新たな企業立地の受け皿となる適地を調査　☞　

　　★富士IC周辺地区土地利用調査、★市街化調整区域未利用地基本調査の実施　ほか

⑧ 柔軟で多様な働き方
の推進

・市内企業等へのテレワーク普及　☞

　　◇テレワーク機器導入補助金の交付、 ◇コワーキングスペース等利用料補助金の交付、

　　◇「テレワーク実践会議室」（Beパレットふじ）でのセミナー開催、

　　◇コンシェルジュによる相談体制の強化　ほか

戦略３ 46 事業 3,135,194 千円

⑨ 結婚・出産・子育て
支援の充実

・多胎児の子育てを支援　☞　★多胎妊婦交流会実施 、◇多胎妊婦健康診査に係る補助拡充　ほか

・結婚相談の場を提供　☞　★「ふじのくに出会いサポートセンター」（ふじのくに結婚応援協議会共同運用）

・結婚支援の充実　☞　◇結婚新生活支援補助金の交付　ほか

戦略４ 52 事業 3,622,048 千円

⑫ 地域の暮らしを支える
体制の強化

・地域包括ケアシステムの構築　☞　◇高齢者地域支援窓口の増設　ほか

⑩ 子育てしやすい環境
の整備

・子育て支援や柔軟な働き方の実現　☞　★複合型子育て拠点「みらいてらす」の運営管理　ほか

・妊娠、出産、子育てをバックアップ　☞　★子育て支援スマートフォンアプリの導入　ほか

⑪ 子どもや若者の健や
かな成長への支援

・子どもの権利を保障、子どもにやさしいまちづくりを推進　☞　

　　★【県内初】子どもの権利条例施行（★子どもの権利救済委員設置・運営、★条例の周知・啓発）

・子どもの居場所づくりを支援　☞　

　　★子どもの居場所づくり施設整備補助金の交付、◇子どもの居場所運営補助金の交付　ほか

魅力あふれるまちな
かの形成

・富士駅北口の再整備を推進　☞　★富士駅北口第一地区市街地再開発事業補助金の交付、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇〈仮称〉富士駅北口周辺まちなか空間活用推進計画策定　ほか

⑭ 公共交通の充実

・持続的な移動手段の確保　☞  ★地域公共交通利便増進実施計画の策定、　　　　　　　　　　　　　　　　   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★富士川地区コミュニティ交通実証運行開始　ほか

・主要な鉄道駅などバリアフリー化を促進　☞　★バリアフリーマスタープラン・基本構想の策定

・市民、事業者、行政の協働による岳南電車の利用促進　☞　★〈仮称〉地方鉄道サミット in FUJIの開催　ほか

横断的な取組 3 事業 44,383 千円

⑯ デジタル変革 ★窓口手数料等キャッシュレス化の推進、◇デジタルマーケティングの活用支援　ほか

戦略５ 26 事業 1,081,334 千円

⑮ 移住定住の促進

・首都圏からの移住を促進　☞

　◇移住定住者の受け皿づくり等支援、◇移住就業支援補助金の子育て世帯への拡充、

　◇首都圏等での移住相談会の実施、◇先導的テレワーク移住者支援補助金　ほか

⑰ ＳＤＧｓの推進 ◇ＳＤＧｓ共想・共創プラットフォーム運営、★ＳＤＧｓプロジェクトエッグ応援補助金　ほか
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◆★：新規事業　◇：継続事業

※分野別事業概要と記載内容の重複あり。

◇

※分野別事業概要と記載内容の重複あり。

◇ 行政サービスのオンライン化

◇ 窓口のスマート化

◇ 最適な学びの場の提供

◇ くらしの質の向上とにぎわいの創出

◇ ワークスタイル変革の推進

◇ 防災啓発事業

◆ 江尾江川流域治水対策事業

◇ 危機管理体制整備事業

◇ 防災無線整備事業

◇ 避難行動要支援者支援事業

◇ コミュニティづくり推進事業

◇ 妊産婦支援事業

◇ 子育て環境整備事業

◇ 子どもの権利推進事業

◇ 高等教育機関調査事業

◇ 図書館資料収集・管理事業

◇ 文化財保護調査事業

１ 　ＳＤＧｓの達成に向けた統合的な取組 8,793千円

ＳＤＧｓ推進事業［再掲］ 8,793千円

５ 第六次富士市総合計画の推進（主な取組）

―　め　ざ　す　都　市　像　の　実　現　に　向　け　た　基　本　姿　勢　―

（市税のクレジットカード納付、★子育て支援スマートフォンアプリ導入［再掲］、電子申請システムの運用　ほか）

14,693千円
（★ふるさと納税自動販売機設置、★キャッシュレス決済の拡大、発券機システムの運用　ほか）

186,962千円
（ＧＩＧＡスクール構想の推進、★市立高等学校遠隔・オンライン教育推進事業　ほか）

（ＳＤＧｓ共想・共創プラットフォーム運営、普及啓発事業、★ＳＤＧｓプロジェクトエッグ応援補助金　ほか）

２ 　デジタル変革に資する事業 398,693千円

77,105千円

政策分野 　①危機管理　②消防・救急・救助　③市民安全　④市民活躍

10,709千円
（★富士山火山防災マップ作成［再掲］、防災啓発番組放送(Radio-f)、トイレトレーラー運営　ほか）

52,000千円

36,519千円
（★災害時におけるドローン活用［再掲］、中小企業向けテレワーク導入促進　ほか）

29,871千円
（★タブレット端末・ペーパーレス会議システムを活用した議会運営　ほか）

―　分　野　別　事　業　概　要　―

１ 　安心できる暮らしを守るまち 1,265,108千円

12,461千円
（個別避難計画策定促進〈災害時ケアプラン〉モデル事業、★避難行動要支援者管理システム導入［再掲］　ほか）

44,337千円
（★まちづくり協議会連合会活動事業補助金、★まちづくり協議会事務局支援補助金　ほか）

（江尾江川調整池設計、江尾江川上流調整池改修工［再掲］、万騎沢用地測量、万騎沢浚渫工　ほか）

19,343千円
（★災害時ドローン映像共有システム導入［再掲］ ほか）

49,145千円
（同報無線受信局整備、防災ラジオ配布〈1,200台〉、★同報無線複数メディア配信システム導入［再掲］　ほか）

183,121千円
（妊婦健康診査〈★多胎妊婦健康診査に対する補助［再掲］〉、産婦健康診査、★多胎妊婦交流会［再掲］　ほか）

23,263千円
（★複合型子育て拠点「みらいてらす」運営管理［再掲］、★子育て支援スマートフォンアプリ導入［再掲］ 　ほか）

12,662千円

２ 　次代を担うひとを育むまち 10,329,258千円

政策分野 　①子育て　②子ども・若者　③学校教育　④社会教育　⑤市民スポーツ・市民文化

（★電子書籍貸出サービス開始〈電子図書館システム導入、電子書籍ライセンス 12,600点〉　ほか）

11,656千円
（★千人塚古墳整備事業基本設計、★文化財保存活用地域計画認定記念シンポジウム開催　ほか）

（★【県内初】子どもの権利条例施行〈★子どもの権利救済委員設置・運営、★条例の周知・啓発〉［再掲］　ほか）

5,065千円
（★高等教育機関の誘致等調査　ほか）

87,192千円
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◇ 予防接種推進事業

◇ 特定感染症等対策事業

◇ 中央病院環境整備事業

◇ 地域自立生活支援事業

◇ ユニバーサル就労推進事業

◇ 新エネルギー・省エネルギー普及事業

◇ 環境基本計画推進事業

◇ 浄化槽適正維持管理推進事業

◇ 新産業等創出支援事業

◇ CNF実用化推進事業

◇ 工業用地整備促進事業

◇ 港湾振興事業

◇ 林業振興事業 ※事業費の一部、森林環境基金を活用

◇ 雇用対策事業

◇ 観光基本計画推進事業

◇ 観光施設整備・点検事業

◇ シティプロモーション推進事業

◇ ブランドメッセージ推進事業

◇ スポーツ交流推進事業

３ 　支え合い健やかに過ごせるまち 13,351,425千円

140,791千円

政策分野 　①保健　②医療　③包括的支援　④地域福祉

1,629,257千円
（新型コロナウイルスワクチン接種［再掲］、定期予防接種〈ＢＣＧ、★子宮頸がん予防キャッチアップ接種等〉　ほか）

8,506千円

（成年後見支援センター運営、食の自立支援、★後見人受任調整、★市民後見人監督・養成、紙おむつ支給　ほか）

４ 　豊かな環境を保ち継承するまち 7,336,458千円

政策分野 　①地球環境　②自然・生活環境　③循環型社会　④水利用

（感染症予防物品の配布及び備蓄、★新型コロナウイルス自宅療養者サポート事業［再掲］）

654,442千円
（医療機器等の更新〈★手術支援ロボット〉、★手術室改修、★新病院建設検討、★施設老朽化対策検討　ほか）

40,757千円

128,035千円
（★【県内初】浄化槽法定協議会設置、浄化槽維持管理費等補助金　ほか）

５ 　活力を創り高めるまち 2,215,156千円

30,359千円
（新エネルギー・省エネルギー機器の普及・設置支援〈市民、中小企業者〉［再掲］、★脱炭素先行地域調査・計画策定　ほか）

10,284千円
（★地球温暖化対策実行計画〈区域施策編〉改定、★〈仮称〉富士市ゼロカーボン戦略2050策定　ほか）

（★応用分野別勉強会［再掲］、プロモーション推進事業、★オープンイノベーション活動支援事業［再掲］　ほか）

7,408千円
（★富士IC周辺地区土地利用調査［再掲］、★市街化調整区域未利用地基本調査［再掲］）

12,920千円
（田子の浦ポートフェスタ開催、客船寄港歓送迎イベント開催負担金、★プロムナードゾーン整備基本調査　ほか）

政策分野 　①ものづくり産業　②商業・流通・サービス産業　③農林水産業　④中小企業等振興

35,586千円
（★ものづくり企業・工業製品デザイナーマッチング事業［再掲］、新産業創出研究セミナー、ＳＤＧｓものづくり事業支援補助金　ほか）

22,873千円

政策分野 　①観光　②シティプロモーション　③交流

81,913千円
（バスで巡る親子市内観光ツアー、コンベンション等開催事業補助金、マイクロツーリズム推進事業補助金　ほか）

86,536千円
（経営管理権集積計画作成、富士ヒノキＰＲ事業、★林業就業者人材確保事業補助金　ほか）

7,141千円
（★事業者向け人材活用推進セミナー、★求職者向け多様な働き方対応推進セミナー、合同企業面接会開催　ほか）

６ 　魅力を活かし人と人を繋ぐまち 389,031千円

（★18歳新成人向けふるさと富士市動画制作、★「みんなのうた」コンサート、★学校給食からの富士市の魅力発見事業　ほか）

55,554千円
（富士山女子駅伝、サイクルステーション施設運営管理、★自転車走行空間整備、★バーチャルライドコース制作　ほか）

35,746千円
（★笹場交流施設〈旧藤田邸〉整備事業、★交流観光にぎわい活動支援補助金　ほか）

28,728千円
（★まちの魅力発信・移住定住情報ＢＳテレビ番組制作、★動画制作アドバイザリー支援、★魅力創造発信事業　ほか）

10,623千円

（就労支援グループ運営事業〈就労困難者就労支援、協力企業等開拓・支援、周知・啓発など〉　ほか）
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◇ 都市計画マスタープラン推進事業

◇ 市街地再開発事業促進事業

◇ 公共交通振興事業

◇ 自主運行バス等運行事業

◇ バリアフリー基本構想策定・推進事業

繰入金 ＋991,080、市税 ＋576,400、寄附金 ＋100,081　ほか

国県支出金 ＋1,834,899、市債 ＋747,000、地方特例交付金 △820,000　ほか

物件費 ＋1,961,787、積立金＋1,906,187、補助費等 ＋268,410、予備費 △200,000　ほか

小中学校長寿命化改修事業 ＋734,895、総合体育館建設事業 ＋362,372、市街地再開発事業

＋286,806、まちづくりセンターリニューアル事業 ＋219,706、五味島岩本線（四ツ家工区）整備

事業 ＋217,750、富士川第二小学校校舎改築事業 △1,336,986　ほか

　　富士市財政部財政課　　令和 ４年 ２月 ８日

７ 　快適な暮らしを続けられるまち 4,266,617千円

60,659千円

政策分野 　①市街地形成　②交通・道路　③景観・公園・住宅

16,598千円
（都市計画マスタープラン策定、★集約・連携型都市づくり推進戦略改定）

327,968千円

（自主運行バス等運行〈継続・新規〉18路線、★富士川地区コミュニティ交通実証運行開始［再掲］）

10,000千円
（★バリアフリーマスタープラン・基本構想策定［再掲］）

６ 財 政 分 析

（1）　歳入の財源別分析（一般会計） （単位：千円）　

（駅前公益施設基本計画・設計、駅前広場予備設計、★富士駅北口第一地区市街地再開発事業補助金［再掲］　ほか）

5,183千円
（モビリティ・マネジメント事業、★〈仮称〉地方鉄道サミット in FUJI［再掲］　ほか）

区 分
令和４年度 令和３年度

増 減 額 増減率
当初予算額 構成比 当初予算額 構成比

＋3.0% 

依 存 財 源 34,810,372 39.1% 32,610,474 38.2% ＋2,199,898 ＋6.7% 

自 主 財 源 54,289,628 60.9% 52,689,526 61.8% ＋1,600,102 

増 減 額 増減率

計 89,100,000 100.0% 85,300,000 100.0% ＋3,800,000 

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比

【 義 務 的 経 費 】 人件費 △98,576、扶助費 ＋629,961、公債費 △924,125（うち、猶予特例債 △1,088,000を含む）

【 そ の 他 経 費 】

【 投 資 的 経 費 】

＋2.3% 

計 89,100,000 100.0% 85,300,000 100.0% ＋3,800,000 ＋4.5% 

投資的経費 12.7% 11,046,399 13.0% ＋257,386 11,303,785

△0.9% 

その他経費 33,119,692 37.2% 29,184,338 34.2% ＋3,935,354 ＋13.5% 

義務的経費 44,676,523 50.1% 45,069,263 52.8% △392,740 

＋4.5% 

【 自 主 財 源 】

【 依 存 財 源 】

（2）　歳出の性質別分析（一般会計） （単位：千円）　

区 分
令和４年度 令和３年度
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